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ヒューマンタッチ総研レポートでは、建設業に特化して人材関連の様々な情報、最新の雇用関連データを月に１回のペ

ースで発信していきます。ご愛読いただければ幸いです。 

 

 

今月は、厚生労働省の「毎月勤労統計調査」のデータで建設業の給与と労働時間の最新動向についてご紹介します。 

■2020 年の建設業の年間現金給与額は 521 万 2 千円となり、製造業の 500 万 4 千円を上回る 

主要産業別に一般労働者の年間現金給与額の推移を見ると、建設業は 2012 年の 455 万 8 千円から増加傾向が続い

て 2019 年には製造業に追いつき、2020 年には 521 万 2 千円となりました（図表①）。一方、製造業はコロナ禍の影響も

あり 2020 年には 500 万 4 千円に減少したために、その差は拡大しています。情報通信業の 613 万１千円にはまだまだ

及びませんが、給与レベルは確実に上昇していると言えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1 建設業界のトピックス 
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出典：図表①②ともに厚生労働省「毎月勤労統計調査」より作成 
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【図表① 年間現金給与額の推移】 

■2020 年の年間実労働時間は

製造業より 109 時間長い 

次に一般労働者※の年間実労働

時間の推移を見ると、建設業は

2017 年の 2,119 時間から減少傾

向が続き、2020 年には 2,036 時

間になっています（図表②）。しか

し、調査産業全体及び製造業に

ついても同じく減少傾向が続いて

おり、建設業と製造業の労働時

間の差を計算すると 2017 年の 67

時間から 2020 年には 109 時間に

拡大しています。 

労働時間については、建設業は

他産業を上回る長時間労働から

まだまだ抜け出せない状況だと

言えます。 

今後については、給与レベルを

維持しながらも、ICT や AI を活用

していかにして労働時間を短縮し

ていくのかが、建設業の働き方

改革における大きな課題になると

考えられます。 

※一般労働者：常用労働者のうち、パートタ

イム労働者以外の労働者 

単位：円 

単位：時間 

【図表② 【年間実労働時間の推移】 
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(1)建設業の就業者数・雇用者数・新規求人数 

◆建設業の就業者数は 488 万人（前年同月比 97.0％）、雇用者数は 400 万人（同 97.3％）で、ともに減少 

＜建設業の就業者数と雇用者数の推移＞ 

 

出典：総務省「労働力調査」より作成  

◆公共職業安定所（以下：ハローワーク）における新規求人数は 70,872 人（前年同月比 110.7％）と 3 カ月連続で増加 

＜建設業の新規求人数の推移（新規学卒者とパートを除く）＞ 

 

出典：厚生労働省「一般職業紹介状況」より作成  

(2)建設技術職の雇用動向 

◆建設技術者数は 37 万人（前年同月比 88.1％）と減少 

＜建設技術者数の推移＞ 

出典：総務省「労働力調査」より作成 

◆ハローワークにおける建築・土木・測量技術者（常用・除くパート）の有効求人倍率は 13 カ月連続で低下して前年同

月よりも 0.31 ポイント低い 6.35 倍となった。建設技術者の需給は緩和傾向が続いている。 

◆有効求人数は前年同月比 105.5％となり 2 カ月連続で増加。新規求人数も同 108.6％と 2 カ月連続で増加しており、

建設技術者の需要は回復傾向となっている。 

◆有効求人倍率の先行指標となる新規求人倍率は前年同月を 0.73 ポイント上回って 9.83 倍となっており、再び建設技

術者の需給はひっ迫しそうである。 

◆充足率は前年同月より 0.48 ポイント低下して 3.12％となり、ハローワークで建設技術者を採用することが困難な状況

は続いている。  

＊充足率＝（就職件数／新規求人数）×100 （％） 

＜ハローワークにおける建築・土木・測量技術者の雇用関連指標の推移(常用・除くパート)＞ 

 

＜ハローワークにおける建築・土木・測量技術者の雇用関連指標の前年同月比(常用・除くパート)＞ 

 

出典：厚生労働省「一般職業紹介状況」より作成  

 2  2021 年 2 月の建設業界の雇用関連データ（2021 年 3 月 30 日公表） 
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  (3)建設技能工の雇用動向 

◆建設技能工数は 307 万人（前年同月比 95.0％）と減少 

＜建設技能工数の推移＞ 

 

出典：総務省「労働力調査」より作成 

◆ハローワークにおける建設・採掘の職業（常用・除くパート）の有効求人倍率は、前年同月比 0.11 ポイント上昇して

5.58 倍となり、12 カ月ぶりに上昇に転じた。 

◆有効求人数は前年同月比 114.9％となり 6 カ月連続で前年同月を上回った。新規求人数も同 114.6％と 6 カ月連続で

前年同月を上回っており、企業の求人意欲は上昇傾向が続いている。 

◆有効求人倍率の先行指標となる新規求人倍率も 7 カ月連続で前年同月を上回っており、需給動向は逼迫してきてい

る。 

◆充足率は前年同月より 0.41 ポイント低下して 5.84％となり、ハローワークで建設技能工を採用することが困難な状況

は続いている。 

 

＜公共職業安定所（ハローワーク）における建設・採掘の職業の雇用関連指標の推移(常用・除くパート)＞ 

 

＜公共職業安定所（ハローワーク）における建設・採掘の職業の雇用関連指標の前年同月比(常用・除くパート)＞ 

 

出典：厚生労働省「一般職業紹介状況」より作成  
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（1）主要な雇用環境指標の推移 

◆就業者数、雇用者数ともに 11 カ月連続で前年同月割れ 

就業者数は 6,646 万人（前年同月比 45 万人減）、雇用者数は 5,983 万人（同 43 万人減）となり、ともに 11 カ月連続で前

年同月を下回った。就業率も 11 カ月連続で前年同月を下回り 60.1％となった。 

◆完全失業率は前月と同じで 2.9％ 

完全失業率（季節調整値）は前月と同じで 2.9％となった。完全失業者数は 13 カ月連続で増加して、前年同月比 35 万人

増の 194 万人となった。 

【主要雇用環境指標の推移】 

 

出典：総務省統計局 労働力調査より作成 

◆宿泊業・飲食サービス業で大幅な就業者数の減少が続く 

産業別に就業者数を見ると、宿泊業・飲食サービス業が対前年同月増減率 13.4％減（48 万人減）となり大幅な減少が続い

ている。 

 

【主要産業別の就業者数・雇用者数】 

   

出典：総務省統計局 労働力調査より作成 

 

◆非正規の職員・従業員が 12 カ月連続で大幅に減少 

雇用者数を正規、非正規別に見ると、正規の職員・従業員数は 3,556 万人（前年同月比 26 万人増）と 9 カ月連続で増加

した。一方、非正規の職員・従業員数は前年同月比 107 万人減の 2,052 万人となり、12 カ月連続で大幅な減少となった。 

 

 3  2021 年 2 月の雇用関連データのまとめ（2021 年 3 月 30 日公表） 
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【雇用形態別雇用者数の推移】 

 

出典：総務省統計局 労働力調査より作成 

◆男性の完全失業率は 3.1％、女性は 2.8％ 

男女別に完全失業率を見ると、男性は前月比 0.1 ポイント低下して 3.1％、女性は同 0.2 ポイント上昇の 2.8％となった。最も

完全失業率が上昇したのは 45～54 歳男性で、前月よりも 0.4 ポイント上昇して 3.0％となった。完全失業者数は男性が 114

万人（前年同月比 18 万人増）、女性が 80 万人（同 17 万人増）であった。 

 

【年齢階級別・男女別完全失業者数・完全失業率】 

  

出典：総務省統計局 労働力調査より作成 

 

◆勤め先や事業の都合による離職の大幅な増加が続く 

完全失業者数を求職理由別に見ると、勤め先や事業の都合による離職が前年同月比 18 万人増の 39 万人となり、大幅

な増加が続いている。一方、自発的な離職は前年同月比で 1 万人減少して 68 万人となった。 

【求職理由別完全失業者数の推移】 

 
出典：総務省統計局 労働力調査より作成 

2020年2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2021年1月 2月

役員を除く雇用者数(万人） 5,688 5,656 5,582 5,580 5,605 5,621 5,605 5,608 5,645 5,671 5,626 5,610 5,609
正規の職員・従業員(万人） 3,530 3,506 3,563 3,534 3,561 3,578 3,535 3,529 3,535 3,547 3,534 3,552 3,556

構成比 62.1% 62.0% 63.8% 63.3% 63.5% 63.7% 63.1% 62.9% 62.6% 62.5% 62.8% 63.3% 63.4%

対前年同月増減(万人） 44 67 63 -1 30 52 38 48 9 21 16 36 26
非正規の職員・従業員(万人） 2,159 2,150 2,019 2,045 2,044 2,043 2,070 2,079 2,111 2,124 2,093 2,058 2,052

構成比 38.0% 38.0% 36.2% 36.6% 36.5% 36.3% 36.9% 37.1% 37.4% 37.5% 37.2% 36.7% 36.6%

対前年同月増減(万人） 2 -26 -97 -61 -104 -131 -120 -123 -85 -62 -86 -91 -107
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（2）全体の有効求人倍率・新規求人倍率・正社員求人倍率の推移 

◆有効求人倍率は前月より 0.01 ポイント低下して 1.09 倍となる 

 ハローワークにおける有効求人倍率（季節調整値）は前月より 0.01 ポイント低下して 1.09 倍となった。有効求人倍率の先

行指標である新規求人倍率は前月より 0.15 ポイント低下して 1.88 倍となった。正社員の有効求人倍率は前月より 0.03 ポ

イント上昇して 0.82 倍となった。 

【ハローワークにおける有効求人倍率（パートタイムを含む/季節調整値）の推移】 

 

出典：厚生労働省「一般職業紹介状況」より作成 

（3）職業別有効求人倍率の推移 

◆ハローワークにおける専門的・技術的職業の有効求人倍率は前年同月より 0.44 ポイント低下して 1.77 倍となった。19 カ

月連続の低下である。 

◆建設・採掘の職業のみが前年同月比＋0.12 ポイントと上昇に転じた。 

■最も有効求人倍率が高いのは建築・土木・測量技術者の 6.35 倍、次いで建設・採掘の職業の 5.58 倍となっており、建設

業関連の専門職の人手不足が依然として深刻である。 

 

【ハローワークにおける職業別有効求人倍率（除パート）の推移】  

 

出典：厚生労働省：一般職業紹介状況より作成 

【職業別有効求人倍率（除パート）の対前年同月比】 
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＜用語解説＞ 

1. 労働力人口・就業者・雇用者・完全失業者 

 

 

＊労働力人口 

15 歳以上で働く意思と能力を持つ者。 

＊非労働力人口 

15 歳以上で働く意思や能力のない者。 

＊就業者 

賃金、給料、諸手当、営業収益、手数料、内職収入など収入（現物収入を含む。）になる仕事を少しでもした者。 

＊完全失業者 

仕事がなくて仕事をしなかった者のうち，就業が可能でこれを希望し，かつ仕事を探していた者，および仕事があればすぐ

に就ける状態で過去に行った求職活動の結果を待っている者。 

＊自営業者 

株式会社等の法人を設立せずに自ら事業を行っている者。 

＊雇用者 

会社・団体・官公庁または自営業主や個人の家庭に雇われて給料・賃金を得ている者。 

 

2. 就業率 

「15 歳以上の人口」に占める「就業者」の割合   

3. 完全失業率 

「労働力人口」に占める「完全失業者数」の割合 

4. 有効求人倍率 

有効求人数／有効求職者数（倍） 

5. 新規求人倍率 

新規求人数／新規求職者数 （倍）  

＊「新規求人」とは、その月に受け付けた求人をいい、前月から未充足のまま繰り越された求人と新規求人との合計を「有効求人」という。 

6. 充足率 

（就職件数／新規求人数）× 100 （％） 

 

 

15 歳以上人口 

労働力人口 

非労働力人口 

就業者 

完全失業者 

自営業者等 

雇用者 

■このレポートに関する問合せ■  〒160-0023 東京都新宿区西新宿 7-5-25 西新宿プライムスクエア 1 階 

ヒューマンタッチ株式会社 ヒューマンタッチ総研担当  Mail:htsouken@athuman.com 


